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製品・システムの概要

先進性についての説明

https://www.metro-co.com/news/p1954/

本設備は、高効率赤外線カーボンランプヒータ「オレンジヒート」と反射板を不活性ガスとともにガラス管内に封
入した一体型反射ユニットで構成である。

使用方法・適用範囲・設置性・施工性については、まず、本設備のみで多様な塗装乾燥用途に適応可能、既存設備
への追加設置・改造により、赤外線・熱風ハイブリッド化にも対応可能である。燃焼式設備側の稼働率・負荷率を
低減し、結果として省エネ運用を実現、既存設備を活用することで初期投資の抑制にも寄与する。また、反射板内
蔵の一体構造のため、そのまま設置して使用可能。片口配線・コンパクト構造により施工性・作業性に優れる。

また、運用性・維持管理については、安定した発熱体を採用しており、制御方式に依らず長寿命、反射板内蔵によ
り汚れに強く、反射率を長期維持、清掃が容易で、保全性にも優れる。さまざまな塗装乾燥工程にて、直接加熱、
補助加熱、寒冷期での昇温、熱風との併用など、様々な用途で使用可能である。
従来品（燃焼式・熱風塗装乾燥炉）と比較して、ハイブリッド化は省エネ性、安定性、取り扱い性、寿命などに優
れる（約57.9％のエネルギー削減となる。）。また、省エネ性能では従来の電気式（他社製品を使用した赤外線
ヒータ）を用いたハイブリッド化と比較しても、約15.8％のエネルギーを削減となる。

もっとも効果（省エネ性・安全性・経済性・高品質）が大きいのは、本設備を熱風との併用（ハイブリッド加熱）
することである。

導入可能な主な業種・分野
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メトロ電気工業株式会社　　TEL：0566-75-8811(代)
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本設備は、発熱体に炭素繊維（カーボン）を採用することで、放射率85％という高い水準を実現し、投入エネル
ギーを効率的に赤外線へ変換する点に特徴がある。これにより、無駄な熱損失を最小限に抑え、高効率な加熱を可
能としている。
その結果、本設備は2000Wの出力で従来の電気式ヒータ2500Wと同等の加熱能力を実現しており、省エネルギー化を
達成している。さらに、中～遠赤外線領域の放射量が多いことから、塗料の色による赤外線吸収率の差の影響を受
けにくく、塗装加熱時の色間差の抑制にも寄与する。
加えて、本設備は高効率ヒータと反射板を不活性ガスとともに封入した一体構造を採用している。この構造によ
り、コンパクトで取り扱いが容易であると同時に、反射板の酸化や塗料の付着を防止し、長期にわたり高い反射率
を維持することが可能となっている。

E.製造業 L.学術研究、専門・技術サービス業 D.建設業

https://www.metro-co.com/

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

メトロ電気工業株式会社

反射板内蔵一体型ユニット　「ミラヒーター」

愛知県安城市横山町寺田11番地1

塗装乾燥工程における置ける熱源。主熱源、補助熱源、母材加熱、冬場の温度調整、など
様々な用途で使用可能。熱風との併用や、外付け反射板の併用でさらに高い省エネ率を得る
など、使用方法による効果促進がある。

DMP-1500/2000/2500―774/825/900　　（数値は容量-全長を示す可変部分であり、基本設計は共通）

付帯設備

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 25000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 ―

導入事例における費用対効果（年間）

20000000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

15.8設備・システム当たりの想定省エネ率



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 製造業・機械部品

石川県かほく市の製造業
【導入台数】本設備：2.0kW×42＋2.5kW×42
粉体塗装乾燥工程において、赤外線・熱風ハイブリッド炉の赤外線ヒータとして左右の壁面に設
置している。

対象設備・プロセス 粉体塗装：赤外線・熱風ハイブリッド炉


